
残したい川越の風景（18）川越水上公園のメタセコイア並木（2023 年 11 月 30 日撮影）残したい川越の風景（18）川越水上公園のメタセコイア並木（2023 年 11 月 30 日撮影）

メタセコイアは 1940 年ごろまでは絶滅種として化石のみのメタセコイアは 1940 年ごろまでは絶滅種として化石のみの
認識でしたが、1948 年に中国の四川省にあることがわかり、認識でしたが、1948 年に中国の四川省にあることがわかり、
その後「生きた化石」と呼ばれ世界各地に広まりました。成その後「生きた化石」と呼ばれ世界各地に広まりました。成
長が早く大木になるので公園や街路樹、シンボルツリーなど長が早く大木になるので公園や街路樹、シンボルツリーなど
として植栽されています。秋には紅葉し風情のある景観を見として植栽されています。秋には紅葉し風情のある景観を見
せてくれます。川越水上公園は他にも多様な樹木や草本があせてくれます。川越水上公園は他にも多様な樹木や草本があ
り、河畔林には自然のままの植生があります。　（賀登環）り、河畔林には自然のままの植生があります。　（賀登環）
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　8 月 24 日（土）の午前と午後に、ウェ
スタ川越にて上記講演会を開催しまし
た。全国各地から 80 名の参加があり、う
ち半数は川越在住の方でした。
　テーマには「雨水を学び 雨水のゆく
えを考える」を掲げ、午前の部では熊本
県立大学の島谷幸宏先生による「流域
治水」、東京都立大学の横山勝英先生に
よる「気仙沼の自然復興」、雨水市民の
会の笹川みちるさんによる「墨田区の取
り組み」、有限会社栗原造園の栗原薫さ
んによる「街でできる治水の庭」につい
ての講演を、かわごえ環境ネット（以下、
環境ネット）理事飯島希さん司会のもと、
拝聴しました。午後の部では、株式会社
ハビタの滝澤恭平さんによる葉山市内
公園の雨庭についての具体的な事例を
交えた紹介と、兵庫県立大学で合意形成
を専門とされている髙田知紀先生の進
行によるワールドカフェ形式ディスカッ
ションを全員参加で行いました。
　「何がわたしたちにできるのか？」、「ど
んなことをやりたいのか？」について、大
学、行政、ゼネコン、地域に残る西洋あ

るいは伝統的土木、農業従事者、住民の
枠を越えた活発な話し合いが行われ、気
候変動、災害、水循環とともに「流域治
水」というものを学ぶ機会となりました。
　なお、本講演会は 2024 年 2 月に川越
南大塚にある「栗原造園」さんが「第
4 回グリーンインフラ大賞 特別優秀賞」
を受賞したことをきっかけとして、想い
を同じにする造園女子たちが核となって
進めてきた企画を具体化したものです。
環境ネットの今までの講演会とは異なり、
多様な職種の方、多数の専門家が参加
したことから、環境活動の広がりを感じ
させるものでしたし、20 年余にわたる環
境ネットの活動が寄与できたと、とても
うれしく思っています。
　今や上下水道はあって当たり前のイン
フラです。しかし、日本各地で毎年のよ

うに災害が起きており、その際にはこの
重要なインフラが機能しなくなる事態が
報道されています。このような環境下に
あって本講演会を実現できたことに感謝
するとともに、環境ネットとしてのこれか
らの課題としたいと考えています。なお、
島谷先生によるグリーンインフラについ
ての市民向け Zoom 勉強会や市民学会
を開催する企画などが進められていま
す。気になる方はお問い合わせください。
　最後に、タイトな時間構成にも関わら
ず、昼休みにサウンドスケープ（あまお
と、波の音、鳥の声、雷など）で癒やさ
れる時間と空間を演出してくださいまし
た「パイオニア株式会社川越事務所」さ
んに感謝申し上げます。

（わたしたちの雨水フォーラム
実行委員会 法貴弥貴・横山三枝子）

開催趣旨
　9 月 8・28 日に霞ケ関北自治会環境部
とかわごえ環境ネット共催でかすみがせ
ききた環境対話カフェ『わたしたちの緑
と公園』を実施しました。剪定枝などで
枠を作り、枯葉や刈った草を捨てると自
然にかえるという手作りコンポスト「バイ
オネスト」を児童遊園に設置するという
企画でした。両日、川越市南大塚の栗原
造園さんを講師としてお招きしました。
　昨年から続いている地域のつながり
での対話を中心としたかすみがせきき
た環境対話カフェでは、この地域ではゴ
ミ問題に関心が多いことがわかりました。
そして今回、地域で出る草刈りのゴミを
減らすための「バイオネスト設置」とい
う取り組みにつながっています。
実施結果
　1 日目の「聞いてみよう ! バイオネス
トってなに？」では、栗原造園の栗原薫
さんに緑と環境、バイオネストについて
のお話を伺い、その後、質問や参加者
同士の意見交換を行いました。参加者は
10 名でした。

　「庭は一番身近な自然」というお話か
ら、「循環」という話になり、剪定ゴミを
なるべく出さずに土に還す、活かすとい
うことで「バイオネスト」の話になりまし
た。後の意見交換では、地域の公園の
整備の問題点、今後どのように公園を活
用していきたいか、などの意見も交わさ
れました。
　2 日目の「やってみよう ! つくろう ! バ
イオネスト」では、角栄団地第 5 児童遊
園にバイオネストを作成しました。参加
者は 11 名でした。

　

この日は草刈りから始まり、円形のバイ
オネストを作るための杭を打ち、剪定し
た枝を円状に編み込むようにしていきま
した。でき上がった様子は大きな鳥の巣
のようでした。参加者で汗を流して楽し
くバイオネストを作ることができました。
今後の予定
　今年の環境対話カフェはこれで最後と
なり、来年度も地域のつながりでの環境
対話を行っていく予定です。また、バイ
オネストの活用、周知を行っていきます。

（小川夕子）
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【報告・後援】わたしたちの雨水フォーラム in川越（8月24日、わたしたちの雨水フォーラム実行委員会主催）

【報告】かすみがせききた環境対話カフェ（第2・3回）わたしたちの緑と公園（9月8・28日）

参加者の集合写真島谷幸宏先生の講演 ディスカッション

でき上がったバイオネスト9 月 8 日の講演 9 月 28 日の杭打ち
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【報告】小畔川魚とり遊び（9月28日、小畔川の自然を考える会・自然環境部会共催）
日時：9 月 28 日（土）9:30-12:00
実施場所：かほく運動公園向かい側、小
畔川親水ゾーン
参加者：22 名　スタッフ：7 名
　7 月から連日の猛暑もお彼岸で一服。
その後は秋雨前線、熱帯性低気圧で雨
予報が続き、開催が危ぶまれましたが
天気予報はことごとく外れ、川の水位も
平常通り、当日も薄曇りで楽しく川遊び
ができました。このイベントは参加受
付初日の 10 分間で定員いっぱいにな
り、その後もキャンセル待ちが続くとい
う人気でした。川越は川に恵まれていま
すが、なかなか川遊びのできる場所や
チャンスが少ないのかもしれません。
　開会時に安全のための注意事項を伝
え、お子さんにはライフジャケットを付
けてもらい川に入ります。岸辺のアシが
生えているところでガサガサをしますが、
今年は岸辺のアシが少ないのです。8月
末の大雨で堤防いっぱいに増水した際
に流されたようです。河川にも気候変動
が押し寄せています。
　小一時間、手網で魚とりに挑戦、オイ

カワ、エビなどをゲット。川面にキラキ
ラと魚が跳ねるのが見えますが、手網で
はなかなか捕まりません。ここで投網名
人のスタッフがエイっと網を打つと、オ
イカワ、カマツカ、コクチバスなどが入
りました。まさに一網打尽です。
　この後、捕れた魚を大型水槽に入れ、

おさかな教室です。川の生き物のつな
がり、ブラックバスのことなど話題がた
くさんありました。捕れた魚は希望で持
ち帰りです。親子ともども楽しかったと
のことで、早くも来年の予約がありまし
た。

（賀登環）

【報告】川越水上公園の生き物観察会（10月5日、川越市環境政策課・自然環境部会共催）
日時：10 月 5 日（土）9:30-12:00
参加者：7 名、スタッフ 7 名
講師：佐々木英世氏（埼玉昆虫談話会）
　川越市環境政策課と自然環境部会の
共催行事です。当日は朝から小雨模様
でキャンセルもあり参加者は少なめで
したが、少数精鋭というか集中力の切
れない観察会になりました。
　きわめてゆっくりのペースで植え込み
の中から虫たちを見つけ出します。「虫
愛ずる姫君」のような可愛らしい二人
のお子さんが虫を見つけては、講師の

佐々木さんに説明してもらいます。大
人の参加者も童心にかえり、楽しみまし

た。この日雨の中でしたが、40 種近い
昆虫、クモが観察できました。（賀登環）

おさかな教室

ガのきれいな幼虫、ホラ見て！

エイッ！　投網名人

ヘクソカズラグンバイを見る

何が捕れたかないざ、川の中へ

【報告】第 14回「農」と里山シンポジウム（10月5日、三富地域農業振興協議会主催）
　10 月 5 日（土）、狭山市市民交流セ
ンターにて第 14 回「農」と里山シンポ
ジウムが開催されました。参加者は約
170 名でした。基調講演は NPO 法人里
山倶楽部の寺川裕子氏より、「そこそこ
儲ける持続可能な里山をつくる秘訣」と
題し、里山倶楽部が活動している大阪
府河南町の森林保全、里山に関わる人
材育成や里山的な暮らしの広め方につ

いてお話しいただきました。パネルディ
スカッションでは、駿河台大学の平井純
子氏、食と農のまちづくり会の小川洋之
氏、そしてかわごえ環境ネット副理事長
の増田も参加し、「魅力ある里山をつく
るには」というテーマで、里山の持つポ
テンシャルや豊かな森林を残していく
ための市民団体のあり方について意見
交換をしました。　　　　（増田知久） パネルディスカッションの様子
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　川越市の南部には武蔵野の面影を残す
雑木林が広がっていて、「（仮称） 川越市森
林公園」計画地に指定されている 40ha ほ
どの平地林があります。ここはオオタカの
営巣がけっこうあって、これまで何度も散
策する人 を々感動させてきました。今年も
3 月ごろからオオタカの鳴きかわす声が聞
かれ、営巣が期待されました。どうやら樹
林地南の散策路脇の大きなアカマツの樹
上 10mぐらいのところに、営巣を始め産卵
したらしいのが 4 月下旬ごろ、ヒナが孵

かえ
っ

て顔を出し始めたのが 5 月末でした。こ
のころになると連日カメラマンが押し寄せ、
ギャラリーは大にぎわいでした。
　5 月 30 日 11 時ごろ行くと猛禽

きん
類特有の

嘴
くちばし

の白い雛
ひな

が顔を出して羽ばたく姿が確
認できました。3 羽確認できたのは、6 月
5 日です。巣の縁に立ち上がってこちらを
見ていました。お腹が空いたのでしょうか、
ピヨピヨと合唱が聞こえてきます。時には
こちらにお尻を向けてピイと白いものを飛
ばします。きれい好きなのでしょう、親鳥
の教育がよいのでしょうか。
　異変が感じられるようになったのはいつ
ごろからか、親鳥が巣に餌を持ってくる間

隔が長くなってきたのです。時には、メスの
親鳥が巣から飛び出していく姿を確認する
こともありました。また、カラスに追いか
けられたリ、追いかけたりするシーンに出
会いました。
　写真を撮りに来ている人の話では、抱卵
期に巣の近くで50羽近いカラスとバトルし
ていたこともあったそうな。6 月 14 日、つ
いに悲劇が起こりました。500m ほど離れ
た民有地の林でオスの親鳥の死骸が発見
されました。不思議なのは、頭がなく内蔵
もなくなっていて、羽だけが数 m 離れたと
ころに散らばっていたことです。
　その後、餌はメスの親鳥がそれまでは、
主に 10 時前後と3 時前後運んでいました
が、メスの親鳥だけになって不規則になり
ました。現地に行くといつも雛の鳴き声が
していました。6 月 16 日など巣の脇 10m
ほどの枯れ木のテッペンで羽を広げ威嚇
するような親鳥に出会いました。羽を乾か
しているとのことですが、雛たちを守って
いるようにも見えました。
　そして、巣立ちがあと1 週間ぐらいに
迫った 6 月22日のことです。4 羽の “ 母子
家族 ” に異変が起きたのです。誰もが思っ

てもみなかった事態でした。朝 9 時ごろ現
地に行くと3 羽の子供たちの姿が消えてい
たのです。静まりかえった巣には呆然と立
ち竦む母親鳥の姿だけがありました。さら
に夕方 4 時ごろ行ってみると、巣の脇の枝
に母親がしょんぼりしていました。ほどなく
飛んでゆきましたが、その後会うことはあ
りませんでした。（宮澤宏次・稗島英憲）
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【自然環境部会コラム】自然を訪ねて（18）オオタカの営巣顛末記

　全ては円環状に存在する。そんなことを感
じながら日々 過ごしているのですが、円上を
ゆらゆらフラフラ揺れながらも立つために
はバランスが大切。
バランスよく
　小中高と川越で過ごした後あちこち移動
し、ちょこちょこと戻ってきてはいたものの、
だいぶ歳を取ってきた 2007 年にブーメラン
のごとく舞い戻ってきたら、観光ばかりが目
立っていました。華やかすぎない ?とちょっ
と心配に思っていたころ、川越蔵の会の方
の講演で、川越は第一次・第二次・第三次
産業の割合がまあまあバランスよく取れて
いると聞き、胸をなでおろしたものでした。
バランス悪く
　地元の商店街にずっと残って文房具店を
続けている友人がある日、霞ケ関北は川越
市内でも屈指の高齢化地区だと教えてくれ
ました。その話を聞いてからもう10 年くら
い経っており、今では若い世代の方が以前よ
り多く移り住んでくれているようで状況もま
た変わってきているかと思うのですが、私た
ちの年代は就職後川越を後にし、そのまま

家族を持ち家を買い、実家の親たちに会い
にたまに戻ってくるという世代で、調べたわ
けではないですが、極めてローカルな世代
別人口分布図にぽっかりと穴を空けている
ような気がしてなりません。何やらバランス
が悪く、申しわけない気持ちすら沸き起こり。
地元とつながり
　そんなこんなを思っていたら川越市市政
施行 100 周年で記念事業を募集することを
知り、自分がやってきた美術活動を活かして
地元への小さな貢献ができないかとの思い
から、小学生当時通学路だった商店街を舞
台に、夏祭りに合わせて紙の玉に絵を描い
て吊るす ” 顔玉 ”プロジェクトを実施するこ
とができました。宅急便などに使われる梱
包用紙を友人の文房具屋さんから山のよう
にもらい、糊は長く住んでいたメキシコ流で
小麦粉で作成。紙を丸めて玉状にしたもの
を持って地元の小学校や学童を回り、子ども
たちに顔やら何やらあれこれ描いてもらい
ました。商店街理事長の計らいで川越まち
ゼミ、放課後等デイサービスの方々にも参
加してもらい、商店街のアーケードいっぱい

に玉を吊るしにぎやかになりました。本当に
多くの方にご協力いただき、この活動をきっ
かけに、美術関係だけでなく川越の多くの方
と知り合うことができ、私自身の視点の拡が
りに大きな影響を与えてくれました。
その先へつながる
　飾った顔玉を撤収する前に記録を撮ろう
と商店街に出向いたら、学校で参加してくれ
た小学生の娘さんとお母さんのお二人に会
い、許可をもらい写真撮影。たわいないお
しゃべりから、環境活動への思いをお母さん
から聞き連絡先を交換。ここから広報かわご
え環境ネット2024
年 7・8 月号掲載
のコラム記事へと
つながります。
　まだまだ円くは
つながっていませ
んが、この続きは
機会があればま
たいつか !

（髙澤日美子）

【社会環境部会コラム】社会と環境について思うこと（30）まるくまわり、バランスよく

” 顔玉 ” プロジェクト
（2022.8.29 撮影）

6/22 枝でション
ボリ・最後の別れ

6/5 3 羽のヒナ
を確認に餌を

5/30 ヒナに
餌を

6/17 羽ばたく
幼鳥

6/16 巣の近く
で見守る母親鳥

6/15 オス親の
死骸

6/14 産毛から
幼羽へ

4/13 オオタカ
営巣木
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　 近年、川越市内でも水害の数が増えま
した。多すぎる雨による被害を緩和する
ためには、一人ひとりによる「雨活」と、
その活動がつながって構成される「グ
リーンインフラ」を広げていくことが大
切です。私たちの「雨活」で川越の環
境を豊かにしませんか？
日時：11 月 23 日（土）9:20-12:00

（9:00 受付開始、展示をご覧いただけます）　　
場所：ウェスタ川越（川越市新宿町
1-17-17）3 階研修室 2,3 
定員：60 名、参加費：無料 
申込：Web フォーム（QR コードからア
クセス）で先行受付、電話では 11 月 1
日（金）10:00 より川越市環境政策課へ

（Tel.049-224-5866）
イベント内容（予定）
【前半】講演　雨活はなぜ大事？

◇墨田区で活動する NPO 雨水市民の
会　笹川みちるさん　
◇「雨水と下水道の関係」川越市上下
水道局小林武さん・西村雅喜さん
【後半】実践編　グリーンインフラ初め

の一歩
◇雨どいからとった水のゆくえ・雨どい
を切ってみよう
◇グループディスカッショ
ン　「雨水を活かす街づ
くり」　進行　栗原薫さん

予
告　
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
講
座
／
歳
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ち
美
化
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動
／
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わ
ご
え
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

【参加者募集】雨と緑を楽しむグリーンインフラ講座（11月 23 日開催）

環境活動報告投稿・発表者募集
2025 年 3 月 1 日（土）9:30-16:30 にウェ
スタ川越にて開催される「第 23 回 か
わごえ環境フォーラム」の開催にあたっ
て、環境活動報告を募集します。ご投
稿いただいた原稿を「かわごえ環境活
動報告集」に掲載するとともに、当日の
発表により情報の共有を図ります。会員
外の方も投稿・発表できます。積極的
にご応募ください。
スケジュール
①「投稿・発表申込書」提出期限
　2024 年 12 月 16 日（月）
②レポート（最大 4 ページ）投稿期限

　2025 年 1 月 20 日（月）
③ウェスタ川越での発表（希望者）
　2025 年 3 月 1 日（土）午前の部
応募要項
かわごえ環境フォーラムホームページ

（QR コード）に掲載されています。会
員の方はメールサービスまたは郵送の
パンフレットでも詳細をお知らせします。

協賛企業・団体の募集
本報告集は、費用の一部を本会会員の
協賛金でまかなっております。団体会
員に対して 11 月中に応募要項を郵送ま
たはメールサービスでお送りいたしま
す。2024 年 1 月 20 日（月）まで受け

付けますのでご協賛いただければ幸い
です。ご協賛いただいた企業・団体は、
環境活動報告集に広告を掲載いたしま
す、また、案内ちらしやホームページに
も名前を掲載いたします。
午後の部は「エコツーリズム」がテーマ
午後の部は、エコツーリズムをテーマと
した講演会を予定しています。講演後、
みんなで川越のエコツーリズムのアイ
デアを考えます。

【募集・予告】第 23回かわごえ環境フォーラム（2025年 3月1日開催）

かわごえ環境フォーラム
（https://forum.

kawagoekankyo.net）

【参加者募集】歳末まち美化活動（12月22日開催）
　2003 年から始まった中心市街地の歳
末まち美化活動。22 年目の今年は 12 月
22 日（日）9:30-11:30 に実施いたします。
活動の概要
集合時間　12 月 22 日（日）9:30
集合場所　本川越駅前交番付近
活動時間　9:30-11:30
活動場所　本川越駅を出発し、蔵造り
の街並みや周辺でクリーン活動を行い、
中央公民館で集めたごみを分別し解散
いたします。　
参加申込先
12 月 2 日（月）10:00 受付開始
かわごえ環境ネット事務局（川越市環境
政策課）Tel.049-224-5866

活動当日連絡先
飯島　携帯 090-3689-0450
E-mail: greens.ecolife@gmail.com
その他
軍手とクリーン活動用の用具を用意し
ております。
本会会員の有無を問わず、多くの方の
ご参加をお待ちしております。

2023 年の歳末まち美化活動参加者集合写真
11.23  sat.

*
開
場
は

9:00
か
ら

9:20‒12:00
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近年、川越市内でも水害の数が増えました。多すぎる雨による被害を緩和するた
めには、一人ひとりによる「雨活」とその活動がつながって構成される「グリー
ンインフラ」を広げていくことがカギ！なんです。私たちの「雨活」で川越をう
るおいのある街にしませんか？　　 　　　　　　　  主催：かわごえ環境ネット

ウェスタ川越 ３階 研修室 2,３
東武東上線、JR「川越駅」西口から徒歩 5 分／地下有料駐車場あり

▶ 講演「雨活はなぜ大事？」／  雨水市民の会 (墨田区 )笹川みちる氏、川越市上下水道局 小林氏、西村氏
▶ 実践「グリーンインフラ初めの一歩」／ 川越市内事例紹介、ワークショップ「雨どいを切ってみよう」
▶ グループディスカッション「雨水を活かす街づくり」
▶ 展示「雨活グッズ（雨水とりだし口パッコン、レインキャッチ）」

笹
川
み
ち
る
氏

「グリーンインフラ講座の申し込み」
とお伝えください

申し込み * 定員 60 名

QRコードからもお申込みいただけます▶

049-224-5866
川越市環境政策課

参加
無料
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理事会・事業運営委員会
9月 25日（水）
1「第五次川越市総合計画」策定に係
るワークショップへの参加依頼に対し
てに増田知久副理事長を選出。2「森
フェス in 川越」の代替事業の実施見送
り。3森林環境贈与税の活用について
川越市との意見交換を提案。4「第 26
回アースデイ川越 in 昭和の街 2025」の
後援依頼を承認。5第 23 回かわごえ環
境フォーラムの期日、会場を決定。午後
の部の講演会における講師の検討。6
第 14 回「農」と里山シンポジウムへの
パネル・パンフレットの設置を決定。7
歳末まち美化活動のスタッフの検討。
10 月 16 日（水）
1 10 月 30 日（水）の川越市環境計画
意見交換会は川越の森林保全・活用の
方策について話し合う。2第 23 回かわ
ごえ環境フォーラム午後の部の講師候
補者を決定し、テーマも講師に沿ったも
のとする。協賛依頼文書を作成して 11
月中に団体会員に周知。3歳末まち美
化活動のスタッフを確認。4「森フェス
in 川越」は次年度開催できるか今後検
討する。5「第五次川越市総合計画」

策定にかかるワークショップ（10 月 3
日開催）、第 14 回「農」と里山シンポ
ジウム（10 月 5 日開催）について出席
した増田副理事長が報告。6自然環境
部会から川越版レッドデータブック試案
等の報告。7 9・10 月に個人会員 2 名
退会。10 月 16 日現在の会員数は個人
140、民間団体 23、事業者 26、行政 1
の計 190 会員　　（理事長 小瀬博之）

社会環境部会
2024 年度社会環境部会活動計画

（実施済）1環境対話カフェ 1「ゴミを
見直すお話し会」日時：7 月 27 日（土）
10:00-12:00、2環境対話カフェ 2「聞
いてみよう ! バイオネストってなに？」日
時：9 月 8 日（日）10:00-12:00、3環
境対話カフェ 3「やってみよう ! つくろう !
バイオネスト」日時：9 月 28 日（土）
10:00-12:00 場所：12霞ケ関北自治会
館、3角栄団地第 5 児童遊園 共催：霞
ケ関北自治会環境部
4「雨と緑を楽しむグリーンインフラ講
座」日時：11 月 23 日（土）9:20-12:00　
場所：ウェスタ川越 3 階研修室 2,3
2025 年度の活動アイデア募集
こんな環境活動してみたい！という企画

があれば、事務局または社会環境部会
長まで連絡ください。

（社会環境部会代表 増田知久）

自然環境部会
9 月例会は 13 日（金）8 名参加 市役所
地階修養室、10 月例会は 11 日（金）8
名参加 オーク 2H2 会議室にて開催
活動報告
1「（仮称）川越市森林公園」計画地定
例活動：9 月 23 日（月）13 名参加 「多
様性の森」手入れ開始、ササクサの繁
茂が半端ない、手ガマで刈る。2 池辺
公園定例活動：10 月 8 日（火）雨のた
め中止。3小畔川魚とり遊び：9 月 28
日（土）9:30-12:00 22 名参加 報告は別
ページ参照。4川越水上公園の生き物
観察会：10 月 5 日（土）9:30-12:00 小
雨の中 7 名参加 報告は別ページ参照。
5上松原―下赤坂ふるさと緑の景観地
などの再生活動とモニタリング報告
協議事項
川越版レッドデータブック作成の試案
のため、希少種の再確認とその分担に
ついて話し合った。自然環境部会の会
計運用マニュアルについての確認など

（自然環境部会代表 賀登環）

会合
●自然環境部会（第 2 金曜日）1 11 月
8 日（金）・2 12 月 13 日（金）14:30-
16:00
◆広報委員会 編集3 11 月 13 日（水）・
4 12 月 4 日（水）9:00-9:30、発送5 12
月 25 日（水）11:00-12:00
◆事業運営委員会 6 11 月 20 日（水）・
7 12 月 18 日（水）9:00-10:00
◆理事会 6 11 月 20 日（水）・7 12 月
18 日（水）10:00-11:30
★川越市環境計画見直し意見交換会
8 12 月 25 日（水）9:00-11:00
会場：168川越市役所地階修養室（川
越市元町 1-3-1）、2オーク 2H₂ 会議室

（川越市郭町 1-2-2）、34オンライン
（URL は委員に別途案内）、5川越市役

所 5 階環境政策課前集合、7川越市役
所 7D 会議室、＊12は会員が、8は
どなたでも参加できます。

自然環境部会の活動
★🅰「（仮称）川越市森林公園」計画地 
植物調査・保全活動（毎月第 2・第 4 月
曜日） 11 月 11・25 日，12 月 9 日（月）
9:30-12:30（23 日は休止） 集合：川越
南文化会館（ジョイフル）（川越市今福
1295-2） 
★🅱池辺公園定例活動（毎月第 2 火曜
日） 11 月 12 日・12 月 10 日（火）9:30-
12:00  場所：池辺公園（川越市池辺
1302） 
🅰🅱の問い合わせ先：賀登（Tel.049-
234-9366）
★🅲伊佐沼キタミソウ観察会 11 月 3 日

（日）9:00-12:00 場所：伊佐沼（川越市
伊佐沼） 募集 20 人 参加費 200 円、持ち
物：ルーペ（あれば）、メモ帳など、共
催：川越市埼玉県生態系保護協会川越・ 
坂戸・鶴ヶ島支部
🅲の申込先：電 話 で 環 境 政 策 課

（Tel.049-224-5866）

広報委員会
2025 年 1・2月号（No.201，1月 1日
発行）投稿募集（会員対象）
提出期限：12 月 8 日（日）
提出方法：原稿（テキストデータ、図
表 ）と写 真 等 の 画 像（ 解 像 度 の 高
い元データ）は電子データで編集担
当 共 有 の メーリングリスト（koho@
ml.kawagoekankyo.net）に送付。メー
リングリストは事前登録が必要。未登
録の方は広報委員会メール（koho@
kawagoekankyo.net）に問い合わせを。
メールを使用していない方は、かわごえ
環境ネット事務局（環境政策課、川越
市役所本庁舎 5 階）に提出。
本会「ホームページ」「note」への投稿
会員であれば随時対応します。koho@
kawagoekankyo.net へご連絡を。
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報告

予告・募集
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NPO法人かわごえ里山　　　　
イニシアチブ

増田純一（hatsukarinosato@
googlegroups.com, 070-5599-2623）
近況報告
1 9 月 25 日（水）小江戸南古谷農園
と協力して養護老人ホーム真寿園にお
いて園児を交え足踏み脱穀体験と籾摺
り体験を行いました。2 9 月 21・28 日

（土）埼玉未来大学の約 30 名の研修生
を受け入れ、農作業体験を行いました。

予告
11 月 2 日（土）10:00-14:00 川越の有
機農家がりそなコエドテラス（イベン
トスペース）に大集結してオーガニッ
クに特化した川越初の「川越 Organic 
Marche」が開催されます。12月8日（日）
10:00-15:00 はウェスタ川越で恒例の

「くらしをいろどる Farmer's Market」が
開催されます。
Facebook https://www.facebook.
com/kawagoesatoyama
Web http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

福原ファームクラブ
横山三枝子（049-246-9319）

予告 
◎おいしく・楽しく農業体験 場所：明見
院（川越市今福 677）近く、会費：一家
族 1,000 円（年間）、1 11 月 9 日（土）
9:30-12:00 ごろ  里芋の分別等、芋煮
会。2 12 月 14 日（土）9:30-12:00 ご
ろ  大根畑の片付け等

小畔川の自然を考える会
賀登環（049-234-9366） 

報告：9 月 28 日（土）「小畔川魚とり遊
び」の報告は本紙 3 ページ参照
予告：11 月 24 日（日）9:30-12:00 八
幡橋下流で魚類調査

川越フォレストクラブ
賀登環（049-234-9366） 

予告
◎「（仮称）川越市森林公園」計画地
の手入れ  「（仮称） 川越市森林公園」計
画地で、手入れがされていない公有地

やそれにつながる民有地を、動力班と
手作業班で効率よく、かつ植生に配慮し
た生態系保全の手入れを行っています。
奇数月の第 2 水曜日 9:00-12:00 が活動
日です。次回は 11 月 13 日（水）です。

こもれびの森・里山支援隊　　
（東洋大学小瀬研究室）

小瀬博之（hkose@toyo.jp, 049-239-1532） 
報告
1 9 月 7 日（土）は猛暑の中、2 10 月
5 日（土）は雨の中での里山林保全活動
となり苦労しました。今後が適期です。

予告
◎こもれび祭「里山体験と木工教室」
1 11 月 2 日（土）・3 日（日）10:00-
16:00、当日参加可、親子での参加歓迎
◎里山林保全活動 2 11 月 9 日（土）・
3 12 月 7 日（土）8:30-16:00、作業：
下刈り、枯損木の処理、残すべき植物
の保護など、定員：15 名（高校生以上、
事前予約必要）。場所：123東洋大学
川越キャンパス（川越市鯨井 2100）
報告・予告の詳細は下記特設サイトへ
特設サイト https://sites.google.com/
toyo.jp/toyokomorebi

公益財団法人埼玉県生態系保護
協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部

内野（049-222-1731, 当日 090-7003-8617）
予告 
◎伊佐沼でバードウオッチング（毎月第
2 日曜日）集合：10:10 伊佐沼西岸蓮見
橋近くのあずまや、雨天中止
1 11 月 10 日（日）10:10-12:00 公園に
ショウビタキ、ツグミなどの小鳥たちが
やってきました。沼のカモといっしょに観
察しましょう。2 12 月 8 日（日）10:10-
12:00 沼のカモが迎えてくれます。何種
類、何羽いるかカウントしましょう。
持ち物：筆記用具、図鑑、双眼鏡、飲
み物、参加費：一般 300 円、高校生以
下 100 円（保険代・資料代）

個人会員からのおしらせ
松岡壽賀子さん（社会環境部会）
高階南公民館（049-245-3581）

予告

◎かんきょうサロン「健康と環境とお財布
にやさしい生活術」 会場：高階南公民館

（川越市藤原町 23-7）コミュニティスペー
ス、参加費：無料。持ち物：直近 2 ～ 3
か月分の電気・ガス・水道使用量（料）
のわかるもの。
参加されたみなさんと身体や環境に負
荷の少ない取組や暮らし方など、井戸端
会議のようにお話ししています。個々の
取組が減災・防災につながります。
1 11 月 7 日（木）13:30-15:00 あなた
も毎週 5 グラムのプラスチックを食べて
いる !？～意外なところにプラスチック
が…その使い方大丈夫？～。2 12 月 5
日（木）13:30-15:00 海のプラスチック
ゴミ、まわりまわって自分の口へ…～プ
ラスチックゴミの出し方を見直してみま
しょう～

第 26回アースデイ川越　　
in 昭和の街 2025

E-mail: earthdaykawagoe@googlegroups.
com , 事務局（大黒屋食堂）049-227-3290

開催趣旨
2008 年から蓮馨寺を中心に開催して
きたアースデイ川越が秋開催から春開
催に移行して、2025 年 3 月 9 日（日）
10:30-15:30 に蓮馨寺及び「昭和の街」
の協賛店舗を中心に開催されます。
出展者によるワークショップ、協賛店舗
企画、トークライブ、ライブパフォーマ
ンスなどによって、子どもから大人まで
一人ひとりが豊かな暮らしや社会の姿
を考え、実行するためのきっかけをつか
んでもらいます。
募集
11 月 1 日（金）より、1出展者・協賛
店募集、2「川越の SDGs」標語コンテ
ストを実施します。詳しくはアースデイ
川越 in 昭和の街ホームページにて
Web http://showanomachi.net/earthday/

6-8 ページの記号凡例　★：本会主催・
後援等一般公開行事　●：本会会員対
象行事　◆：本会理事・委員対象会合　
◎：本会会員等主催のイベント等　○：
その他（個別記事参照）

会
員
か
ら
／
後
援
行
事
の
お
し
ら
せ

1 2
2集合写真1 集合写真とヘビのぬけがら

秋開催から春開催に移行
2025年3月9日（日）10:30-15:30

第26回

会場 川越昭和の街 れんけい寺
主催 第26回アースデイ川越実行委員会
問い合わせ先 earthdaykawagoe@googlegroups.com
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おことわり　本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会の編集
によって構成されていますが、これらは、組織の公式な見解を示
すものではありません。また、本紙は寄稿及び作成時点までの信
頼できる各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に努めていま
すが、その正確性に対してかわごえ環境ネットは責任を負いませ
ん。本紙は読者ご自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用
することで生じたいかなるトラブルおよび損失、損害に対して、
かわごえ環境ネットは一切責任を負いません。

ホームページ X（Twitter） Facebook Instagram

インターネットアクセス（QRコード）

本号で広報 200 号　ご愛読ありがとうございます
　2006 年 11 月からの「月刊かわごえ環境ネット」182 号、
2022 年 1 月からの隔月刊「広報かわごえ環境ネット」18 号
を合わせて 200 号です。バックナンバーはホームページで。

1 金 ○

○

10:00「雨と緑を楽しむグリーンインフラ講座」電話
受付開始

「アースデイ川越 in 昭和の街」各種募集開始
2 土 ◎

◎
10:00
10:00

川越 Organic Marche
東洋大学こもれび祭「里山体験と木工教室」

3 日
★
◎

9:00
10:00

文化の日
伊佐沼キタミソウ観察会
東洋大学こもれび祭「里山体験と木工教室」

4 月 振替休日
5 火
6 水
7 木 ◎ 13:30 かんきょうサロン「健康と環境とお財布にやさ

しい生活術」
8 金 ● 14:30 自然環境部会
9 土 ◎

◎
8:30
9:30

東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
おいしく・楽しく農業体験

10 日 ◎ 10:10 伊佐沼でバードウォッチング
11 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
12 火 ★ 9:30 池辺公園定例活動
13 水 ◆

◎
9:00
9:00

広報委員会（編集）
「（仮称）川越市森林公園」計画地の手入れ

14 木
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火
20 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

21 木
22 金
23 土

★ 9:20
勤労感謝の日
雨と緑を楽しむグリーンインフラ講座

24 日 ◎ 9:30 八幡橋下流で魚類調査（小畔川の自然を考える会）
25 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土

2024 年 11 月 2024 年 12 月
1 日
2 月 ○ 10:00「歳末まち美化活動」受付開始
3 火
4 水 ◆ 9:00 広報委員会（編集）
5 木 ◎ 13:30 かんきょうサロン「健康と環境とお財布にやさ

しい生活術」
6 金
7 土 ◎ 8:30 東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
8 日 ◎

◎
○

10:00
10:10

くらしをいろどる Farmer's Market
伊佐沼でバードウォッチング
本紙 2025 年 1・2 月号（No.201）原稿投稿期限

9 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
10 火 ★ 9:30 池辺公園定例活動
11 水
12 木
13 金 ● 14:30 自然環境部会
14 土 ◎ 9:30 おいしく・楽しく農業体験
15 日
16 月 ○ フォーラム「投稿・発表申込書」提出期限
17 火
18 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

19 木
20 金
21 土
22 日 ★ 9:30 歳末まち美化活動
23 月
24 火
25 水 ★

◆
9:00

11:00
川越市環境計画見直し意見交換会
広報委員会（発送）

26 木
27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

ボタニカルアート（10）ホウサイラン（花期12〜2 月）
　東洋蘭の一つです。昨
年末、鹿児島に縁のある
山野草の仲間から一鉢い
ただきました。お正月に気
品のある、麗しい香りの花
を見事に咲かせました。漢
字では「報歳蘭」、学名は
Cymbidium sinense、 生
育地は中国、台湾、沖縄、
北限は屋久島です。鹿児
島の方たちは、新しい年を
知らせるおめでたい花と
して、大切にしていると伺
いました。　　　（岡 治）
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